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講 演 会 ・ 各 種 行 事 の お 知 ら せ

名 称 日時・場所 内 容 備 考

これからの糖尿病診療

を考える会

５月25日�
午後７時30分～

特別講演「心血管予後を見据えた糖尿病管理－

マンジャロの位置付けと使いどころ－」

（講師）三重県立総合医療センター

循環器内科部長兼血液浄化療法室長

増 田 純 氏

他

◆お問合せ先

uenaka_ryo@lilly.com

日本イーライリリー㈱ 上中

TEL070-2292-1827

共催：

四日市医師会

日本イーライリリー

㈱

田辺ファーマ㈱

CC(単位数)：

23(0.5)

Web配信のみ

四日市医師会東洋医学

研究会

５月27日�
午後７時30分～

「半夏厚朴湯 関連処方解」

（講師）古田医院

院長 古 田 義 博 氏

◆お問合せ先

takahashi_hiroshi2@mail.tsumura.co.jp

㈱ツムラ 高橋 TEL080-6745-9094

共催：

四日市医師会

㈱ツムラ

CC(単位数)：

69(1.5)

四日市医師会館２階

〔会議室〕

※Web参加可

第60回糖尿病地域連携

研究会～糖尿病の第６

の合併症・歯周病に共

に挑む～

５月28日�
午後７時～

「歯科医療の特異性と、歯周病の科学」

（講師）四日市はぎのや歯科・矯正歯科・

口腔機能クリニック

院長 萩野谷 大 氏

他

◆お問合せ先

mizunok@arkray.co.jp

アークレイマーケティング㈱ 水野

TEL080-6227-8975

共催：

四日市医師会

アークレイマーケ

ティング㈱

CC(単位数)：

10,48,49(各0.5)

四日市糖尿病クリニッ

ク

※Web参加可

第64回鈴鹿肝胆膵画像

研究会

６月11日�
午後６時30分～

特別講演「スマートな胆膵診療のための画像診

断の役割」

（講師）滋賀医科大学医学部附属病院

消化器内科

教授 岩 下 拓 司 氏

◆お問合せ先

takahiro.toyama@fujifilm.com

富士フィルムメディカル㈱ 遠山

TEL052-221-7871

共催：

鈴鹿市医師会

富士フィルムメディ

カル㈱

CC(単位数)：

12(0.5)、15(1)

Web配信のみ

鈴鹿地区認知症医療連

携の会

６月11日�
午後７時～

特別講演「（未 定）」

（講師）名古屋大学医学部附属病院精神科

助教 岩 田 邦 幸 氏

他

◆お問合せ先

y-kawawa@hhc.eisai.co.jp

エーザイ㈱ 川和 TEL070-7607-5019

共催：

鈴鹿市医師会

エーザイ㈱

CC(単位数)：

29(1)

ハヤシユナイテッド

文化ホール鈴鹿

※Web参加可

DUALSeminarin鈴鹿 ７月１日�
午後７時～

特別講演「イメグリミンの特徴を活かした血糖

マネジメント～誰にどう使うか～(仮)」

（講師）黒石市国民健康保険黒石病院

糖尿病・内分泌内科

部長 松 橋 有 紀 氏

他

◆お問合せ先

hiroshi.tsujimoto@sumitomo-pharma.co.jp

住友ファーマ㈱ 辻本 TEL080-5319-9529

共催：

鈴鹿市医師会

住友ファーマ㈱

CC(単位数)：

76(1)

Web配信のみ

（５月20日以降分）

※CCとは日医生涯教育講座カリキュラムコードの略です。
※内容が変更になる場合がありますのでご了承下さい。
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第１日目（８月29日）

14:00～ 開会の辞

14:10～ セミナーⅠ：

「糖尿病の特殊な状況と対応」

司会：谷澤幸生（山口大学）

講演：糖尿病の予知と予防：どこまで可能になったのか

植木浩二郎（国立健康危機管理研究機構)

発言：1.腸内細菌と糖尿病は今

藤坂志帆（富山大学）

2.妊娠糖尿病は今

杉山 隆（愛媛大学）

3.高齢者糖尿病の薬物療法は今

荒木栄一（菊池郡市医師会立病院）

15:20～ 総合討論

16:30～ 症例検討のセミナー：困った症例

司 会：堀田 饒（中部ろうさい病院）

症例呈示：傍島光昭（大垣市民病院）

コメンテーター：稲垣暢也（医学研究所北野病院）

：中村二郎（糖尿病・内分泌内科

クリニックTOSAKI名東)

17:20～ ディナースピーチ：

「私の研究を振り返って－出会いとセレンディピティ」

稲垣暢也（医学研究所北野病院）

19:40～ セミナーⅡ：

「２型糖尿病の病態の現状と対応」

司会：清野 裕（関西電力病院）

講演：病態と大規模スタディに学ぶ２型糖尿病の現

状と対応の今

門脇 孝（虎の門病院）

発言：1.SU剤／BG剤の日常診療での立ち位置

加来浩平（川崎医科大学）

2.インクレチン関連薬の日常診療での立ち位置

矢部大介（京都大学）

3.SGLT2阻害薬の日常診療での立ち位置

山内敏正（東京大学）

20:50～ 総合討論

22:10～ 懇親会

第２日目（８月30日）

8:20～ トピックス：

「肥満を標的とした治療薬の現状」

司会：羽田勝計（旭川医科大学）

講演：横手幸太郎（千葉大学)

8:50～ セミナーⅢ：

「糖尿病性合併症の現状と対応」

司会：中村二郎（糖尿病・内分泌内科

クリニックTOSAKI名東)

講演：新たなデータサイエンスに基づく糖尿病合併症

の予知と予防

曽根博仁（新潟大学)

発言：1.糖尿病性腎症の診断と対応

金﨑啓造（島根大学）

2.糖尿病性神経障害の診断と対応

神谷英紀（愛知医科大学）

3.糖尿病にみる歯周病の診断と対応

成瀬桂子（愛知学院大学）

10:00～ 総合討論

11:10～ 鼎談：

「スティグマおよび増加糖尿病人口への対応」

清野 裕（関西電力病院）

門脇 孝（虎の門病院）

植木浩二郎（国立健康危機管理研究機構）

11:50～ 閉会の辞

定 員：100名

参 加 費：60,000円（※宿泊費は含まれておりません）

参加申込：中部ろうさい病院 事務局

TEL052-652-5511(内線7174)

宿泊申込：㈱JTN第43回糖尿病Up・Dateセミナー担当係

TEL090-2574-8495

単 位：日本医師会生涯教育講座 7.5単位

CC:7,9,10,73,76

協 賛：日本糖尿病協会、日本糖尿病学会

後 援：日本医師会、愛知県医師会、岐阜県医師会、

三重県医師会

第43回 糖尿病Up･Date賢島セミナー

“ハイブリッド化した成因・危険因子からみた糖尿病”

－予知・予防と適切な対応－

令和８年８月29日� ～ 30日�
於：志摩観光ホテルクラシック
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